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戦後70年の2015年からスター トしたこの企画展は、東京、みなとみらいでの開催を経て、今年で 3 年目になります。

回を重ねるごとに輪が広がり、企画展そのものに深みが増しているのを感じています。

自由研究ツールを持ち、真剣な面持ちで広島平和資料館のパネルと向き合う子どもたち。

企画展をきっかけに母親と命について話しあった男の子。

展示パネルから被爆体験伝承者養成事業を知り、応募を決めた大学生。

会場内では、米場者とスタッフが対話を行う姿もよく見られます。

2017年の継ぐ展は、人対人で伝えていく「体験」を伴った参加型のイベントに力を入れています。

10代から60代までの約70名が運営に携わり、広島・神奈川·仙台の教育機関のこ湿け］を得て制作されました。

多くの方々のご支援に、深く感謝いたします。

企画展を通じて、若い世代が平和について考え、

自分にとっての次世代に継ぐべき「何か」を探していただけたら幸いです。 代表 久.1呆 田 i京子△

一 来場者参加型のト ー クショ ーやワ ー クショップ ※場所の明記がないイペントは
11Dギャ ラ リ ー 内で開催いたします。

オープニングイベント

映画「この世界の片隅に」

バリアフリー上映

オープニングイベントとして「この世界の片隅に」

のバリアフリー上映（日本語字幕・音声ガイド付）

を行います。

［場所】11O Presentation Room [日時]7月30日（日）

1回目12:15開場12:30上映 ※小学生親子限定

2回目15:15開場15:30上映

【参加費】無料 【定員l各回50名（抽選）

【協力】（株）東京現像所プロモート事業部

東京テアトル株式会社、Palabra株式会社

消しゴムはんこ作家津久井智子さんの

ヒロシマをモチー フにした

はんこ作りワ ー クショップ

折り鶴やキョウチクトウ、灯ろう流しといった、ヒロ

シマをモチーフとした消しゴムはんこをつくるワ ー

クショップ。バッグに捺して、オリジナルグッズとし

てお持ち帰りいただけます。

【場所】104 Meeting Room1 【日時】7月31日（月）

1回目11:00- 2回目14:00-(各回1時間）

【講師l津久井智子（消しゴムはんこ作家）

【参加費]1,500円（バッグ材料費込大人・子供同一料金）

【定員】各回 20名（予約制）

被爆アオギリのお話を聞き、チョ ー クで

路上にアオギリの葉を描こう

広島平和記念公園に奇跡的に再生した被爆ア

オギリの木があるのをご存知ですか？絵本「アオ

ギリのねがい」のお話の後、チョ ークでその姿を

路上に再現します。沢山の葉っぱを描いて平和

の木 を育てましょう。※小雨決行、荒天中止

［場所】11D ギャラリ ー 内／正面玄関横

［日時】8月1日（火） 1回目11:00- 2回目14:00-

【共催】路上芸術祭実行委員会

【講師】松本かなこ（ストリ ートペインター）

［読み聞かせ】芳晴

［参加費】500円 （大人・子供同一料金）※チョ ーク代含む

［定員】各回20名（予約制）

一 見て学ぶバネルや写真などの常設展

＇
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『絵で読む広島の原爆（福音館書店）」

原画展

「やこうれっしゃ」や「がたごとがたごと」の絵

本作家西村繁男さんの作品の原画を展示

（一部レプリカ）。第43回産経児童出版文化

賞の受賞作です。

被爆建物から見るヒロシマ写真展

現在も広島に残る被爆建物を70年前の写

真と同じアングルで撮影しました。当時と今が

比較できる写真展。

写真：及/II誠• 山本早苗(2015)
平和記念資料館（所蔵・提供）

閉

ヒロシマの記憶を継ぐ人

インタピュ ー展示

被爆者の方をはじめ、広島市被爆伝承者養

成事業を卒業された方など計22名を取材した

インタビューを冊子、ミニパネルで展示。

平和記念資料館収蔵資料

「消えた家族」

広島平和記念資料館収蔵資料である原爆で
一家全滅した鈴木六郎さんの家族の悲劇を

伝える「消えた家族」展の一部を展示





月



IID 世田谷ものづくり学校（本展）、CLiP HIROSHIMA（サテライト会場）、広島灯ろう流し会場
継ぐ展ブース（8/6 のみ）の 3か所で開催
東京世田谷区にある元池尻中学校の校舎を利用した施設 IID 世田谷ものづくり学校を利用して本展を開催。
広島では、8月 6日の広島灯ろう流し会場 継ぐ展ブースと、今年初めて広島 東千田町にある CLiP HIROSHIMA
（広島トヨペット 1F）をサテライト会場とし、2年分の継ぐ展の歴史や、展示物の一部を公開。イベントも開催しました。

開催場所



広島大学、宮城学院女子大学、関東学院大学、デジタルハリウッド受講生含む約 70名が参加
3 年続けて参加している 30 代中心メンバーを含め、12 才から 60 代まで、中国・マラウイ国籍を含む約 70 名が企画制作に
参加。今年も、教育機関と連携を行いボランティアを募集しました。また、来年のボランティアリーダーを担う大学生を
全国から公募し、宮城学院女子大学の門馬礼音さんが特待生として選出され、広島取材や制作に参加しました。
展示期間中にボランティア希望を申し出る若者も多く、来場者の方が次の日にはスタッフとして参加する一面もありました。

組 織



ヒロシマの記憶を継ぐ人インタビュー取材（3月・4月）

インタビュー協力：被爆者 川本 省三さん、中西 巌さん、栗原 明子さん、元ソーシャルワーカー 若林 節美さん、
ペンネーム さすらいのカナブンさん、被爆体験伝承者候補生 西岡 幸子さん　取材場所提供：AGRI（広島 袋町）

制 作

3 月と 4月の 2回に分けて広島へ行き、被爆者や被爆体験伝承者など 6名のインタビュー取材を行いました。
仙台、東京、神奈川、京都、大阪から集まった 20 代～ 40 代の男女あわせて 20 名での取材となりました。
参加者からは、「実際に広島に来てみないとわからなかったことがたくさんあった。」「被爆者の方から直接話を聞いて今ま
でと考え方が変わった」「原爆についての知識や、（話を聞いて辛いと感じる）時間をみんなと共有できてよかった」との声
がありました。実際に広島に足を運び、自分の目で見聞きし、肌で感じることの大切さを感じた取材となりました。



広報や展示物制作（4月～ 7月）

制 作

継ぐ展に関連するWEB サイトや紙媒体の制作、SNS 広報を、デジタルハリウッド STUDIO OJT メンバー ( 在校生・卒業生 )
15 名で行いました。また、展示物の制作を東京・広島継ぐ展メンバー有志 10 名と CLiP HIROSHIMA の社員の皆さんで制作
しました。インタビューの英訳はHIROSHIMA SPEAKS OUT さんにご協力いただきました。

継ぐ展オフィシャルウェブサイト
http://tsuguten.com/

広島の記憶を継ぐ人インタビュー　
http://tsuguten.com/interview/

映画「この世界の片隅に」
バリアフリー上映
http://tsuguten.com/konosekai/

夏休み自由研究ツール
http://tsuguten.com/kenkyu/

とうろうに込めるメッセージ
http://tsuguten.com/message/



広島大学で「ひろしま平和共生リーダー概論」の 1講座を担当

講 義

広島大学で 1年生に向けて行われる「ひろしま平和共生リーダー概論」の 2コマを、継ぐ展代表の久保田涼子がゲスト講
師として担当しました。活動のきっかけや概要を説明し、ボランティアで活動しているスタッフの声を共有しました。
講義の最後には、継ぐ展のコンテンツでもある「とうろうに込めるメッセージ」を学生さんたちに体験して頂き、自分にで
きる平和へのアクションを考えて頂きました。



設営 7/29 ( 世田谷 ) 、7/30（CLiP HIROSHIMA）
世田谷会場の設営は継ぐ展メンバー 21 名、広島会場は CLiP HIROSHIMA 社員、

広島大学関係者と有志で設営を行いました。

設 営



被爆建物から見るヒロシマ写真展
現在も広島に残る被爆建物を 70 年前の写真と同じアングルで撮影。被爆前の広島の写真を地図の上に配置し、

当時と今を比較できるコーナーを設置しました。写真：及川誠・山本早苗（2015）、平和記念資料館（所蔵・提供）

常設展



『絵で読む広島の原爆（福音館書店）』原画展
第 43 回産経児童出版文化賞の受賞作。絵本作家 西村繁男さんの作品の原画を展示。
会場に来られた西村さんが来場者の方に絵本の解説を行う場面もありました。

常設展



広島関連書籍コーナー
「はだしのゲン」、「図録 ヒロシマを世界に」など広島の原爆に関連する

書籍、絵本、漫画、写真集が自由に読めるコーナー。スタッフによる読み聞かせも行われました。

常設展



広島原爆資料パネル・石材展示
被爆の実相を学べるパネルと、触れることができる原爆で破壊された建物の瓦礫や石材の展示を行いました。

パネル：広島平和記念資料館（提供）被爆石材：嘉陽礼文（広島大学研究員 提供）

常設展



平和記念資料館収蔵資料「消えた家族」

常設展

広島平和記念資料館収蔵資料。原爆で一家全滅した鈴木六郎さんの家族の悲劇を伝える「消えた家族」展の一部を展示しました。
広島から対話に来られた被爆者の川本省三さんが写真をご覧になり「ここに写っているのは自分の同級生です。」と驚かれた時、
モノクロの写真の中の人々が実際に生きていらっしゃったという事実を改めて感じることができました。



ヒロシマの記憶を継ぐ人インタビュー展示
被爆者の方をはじめ、広島市被爆伝承者養成事業を卒業された方など
計 22 名を取材したインタビューを冊子、ミニパネルで展示しました。

常設展



とうろうに込めるメッセージ
平和へのメッセージを込めたとうろうを仮想空間の川に流し、8月 6日の広島へ届けるプロジェクト。世田谷の会場や

web サイトから集められたメッセージは、8月 6日の広島とうろう流し会場や CLiP HIROSHIMA ハイビジョンへ投影されました。

常設展

コンテンツ開発：櫻井雄大   Sound：鎌田まみ



継ぐ展の歴史 /ボランティアスタッフの声

常設展

過去 2回行われた継ぐ展の軌跡とコンセプトを、会場入り口に写真と文章のパネルを組み合わせて展示しました。また、携わるボランティア

スタッフがなぜこの企画展に携わろうと思ったのかという想いを広島大学の小川歩美さんが中心となって集め、モビールで展示しました。



8/2（水）～8/5（土）夏休み自由研究サポート教室＆スタンプラリー

イベント

小学生高学年以上を対象にした夏休みの自由研究をつくるワークショップ。ヒロシマをテーマにした自由研究キットをもとに継ぐ展スタ
ッフが完成までサポートを行いました。近隣の小学校に通われている子供たちを中心に各回満席となり、テーマへの関心の高さを感じま
した。スタンプラリーは世田谷区立平和資料館、セレクトショップ ettone、teppan kitchen SETAGAYA様のご協力の元、開催しました。



7/30（日）オープニングイベント　映画「この世界の片隅に」バリアフリー上映

イベント

オープニングイベントとして「この世界の片隅に」のバリアフリー上映（日本語字幕・音声ガイド付）を IID 世田谷ものづくり学校
のプレゼンテーションルーム行いました。親子連れや聴覚障害を持たれた方々約 100 名が鑑賞し、上映後、継ぐ展代表が手話通訳を交えて
ご挨拶を行いました。【協力】（株）東京現像所　プロモート事業部、東京テアトル株式会社、Palabra 株式会社



7/31（月）消しゴムはんこ作家 津久井智子さんのヒロシマをモチーフにしたはんこ作りワークショップ

イベント

午前と午後あわせて約 15 名の方が、原爆ドームや鳩、夾竹桃など広島に関連する図版の意味を学びながら消しゴムはんこを彫り、
トートバッグや巾着にハンコを捺して継ぐ展グッズとして持ち帰られました。参加者の一人は「消しゴムはんこがきっかけでこの企画展を
知ることが出来ました。このような取り組みはとても大事だと思いますし、ずっと続けていってほしいと思います。」と仰っていました。



8/1（火）被爆アオギリのお話を聞き、チョークで路上にアオギリの葉を描こう

イベント

シンガーソングライター / ナレーターの芳晴さんが、生演奏と映像をあわせて「絵本 アオギリの願い」を朗読され、その後、昨年も
イベントを共につくってくださったストリートペインターの松本かなこさんが中心となり、来場者と共に会場入り口に被爆アオギリの葉を
チョークを使って描いていきました。



8/1（火）ヒロシマピースボランティアと展示をまわろう

イベント

広島平和記念資料館・広島平和記念公園をヒロシマピースボランティアとして 8年間ガイドをしている楢原 泰一さんが展示資料を周りながら
解説を行ってくださいました。4年生の参加者が、聞いたことを一生懸命メモしているのが印象的でした。以下は参加者の感想です。
「説明もわかりやすく、楢原さんの優しいお人柄がにじみ出ており、参加してよかったと思いました。ヒロシマや原爆について知らなかった
こともあり、これを機に自分でももう少し勉強してみようと思います。」



8/2（水）被爆体験伝承者 楢原 泰一さんと対話をしよう
前日に引き続き、東京都在住の広島市被爆伝承者養成事業 1期生 楢原 泰一さんが、被爆の実相や伝承者への応募のきっかけ、

語り継ぐことを決めた被爆者の方のお話をスライドを交えながらわかりやすくお話ししてくださいました。

イベント



8/4（金）被爆体験伝承者 石綿浩一さんと対話をしよう

イベント

2016 年に伝承者の資格を取られた神奈川県在住の広島市被爆伝承者養成事業2期生 石綿浩一さんが、被爆の実相や伝承者への応募のきっかけ、
語り継ぐことを決めた被爆者の方のお話をしてくださいました。石綿浩一さんのイベント午前の部は、お子さまに多くご参加いただきました。
午後の部では、県外から来られた教員の方がこれから修学旅行で広島に生徒を引率されるということで真剣にメモを取られていました。
「たまたま訪れた企画展でいいお話が聞けました」と仰っていました。



8/5（土）語り部 川本省三さんと対話をしよう

イベント

原爆孤児の体験と被爆証言を続けてこられた川本省三さんを広島からお招きして対話を行いました。お子さまからご年配の方まで幅広い年齢層の方が
真剣に耳を傾けていました。手話通訳を交えて、原爆の後、孤児になった子どもたちはどう生きていったのかというお話を中心に語ってくださいました。



8/6（日）クロージングイベント 語り部 梶本淑子さんと対話をしよう

イベント

継ぐ展最終日のクロージングイベントでは、国内外で被爆証言活動を続けてこられた梶本淑子さんを広島からお招きし、対話を行いました。
子ども、大人あわせて約50名の方が梶本さんの被爆体験に耳を傾けました。「8月6日の大事な日に、どうして広島にいないのかと周りの人たちから
尋ねられましたが、こうして東京で、こんなにも熱心に聞いて下さる沢山の方々の前でお話をすることが出来て、来た甲斐があったと思っています。
今日聞いたことをぜひ家族や身近な人たちと話し合ってください。」お話の最後に梶本さんが仰ってくださった言葉は大変重みのある言葉でした。



会期中 teppan kitchen SETAGAYA×継ぐ展 2017 コラボカフェメニュー

イベント

会期中、継ぐ展会場正面の teppan kitchen SETAGAYAさまとコラボを行い、「広島のおばあちゃんが心を込めてつくった野菜をふんだんに使用した 
広島野菜カレー」と「瀬戸田レモンを使ったレモンスカッシュ」を期間限定メニューとして提供しました。
企画協力 ：teppan kitchen SETAGAYA、みなとみらいごはん部 、及川 千尋　
野菜協力：日原 治子、森本 由起子　　フライヤーデザイン：高見 綾花



7/31（月）～ 8/6（日）CLiP HIROSHIMA

広島会場

サテライト会場のCLiP HIROSHIMAでは、東京、みなとみらいで行われた2年分の継ぐ展の歴史や、展示物の一部を展示しました。
CLiP VISIONという大きなモニターには仮想空間にタブレットからとうろう流しを行う「とうろうに込めるメッセージ」を展開。
会期中は、子供たちへの自由研究ツールの配布や継承をテーマにしたトークイベントを行いました。



広島会場

8/3（月）、8/5（土）、8/6（日）CLiP HIROSHIMA イベント
8 月 3 日 ( 木 ) は継ぐ展代表久保田涼子が継ぐ展の企画から制作までを語るイベントを行い、8 月 5 日（土）はひろしまジン大学と共催で広島市伝承者
養成事業 1 期生の山岡美知子さんの講話イベントを行いました。また、最終日の 8 月 6 日（日）には、広島市伝承者養成事業 1 期生の保田 麻友さんの
講話イベントを開催し世田谷会場でもネット動画で中継しました。来場者の方からは「大人になって久々に平和学習を行った。小さい頃からの学習で
知っているつもりになっていたが、実は知らなかったことが沢山あると気づいた。」「来年同じような企画を行うのであれば、ぜひ広島以外の人たちが
何を考えているのかを共有して欲しい。それが広島に住んでいる人にとっての新しい気づきとなると思う。」など感想を頂きました。



8/6（日）広島とうろう流し会場 継ぐ展ブース

広島会場

3年目となる広島とうろう流し会場継ぐ展ブースは、株式会社ファンプ・広島大学・有志ボランティアからの15名で設営と運営を行いました。
ボランティアメンバーの国籍は日本、中国、マラウイなど様々で、英語が話せるメンバーも多くいました。
来場者は昨年と比べて海外の方に沢山ご来場いただきました。英訳されたパネルをじっくり読まれ、仮想空間にとうろうを流されていました。



メディア掲載・出演一覧

新聞

メディア

・中国新聞社 4/16、7/20 朝刊
・朝日新聞社 8/7 朝刊、中高生新聞
・毎日新聞社 8/2 夕刊
・毎日新聞社 「布施広の地球議」
朝刊コラム 8/11、8/18
・しんぶん赤旗　8/19

ラジオ
テレビ

・NHK広島放送局
・広島ホームテレビ
・TSS テレビ新広島
・NHKラジオ第 1放送
・ RCC 中国放送
・むさしの FM

情報誌 ・広島大学広報誌『HU-plus』

WEB ・広島大学ウェブサイト

・東北学院大学ウェブサイト

・キッズイベント

・アーティスト×こども

・JR おでかけネット

・子供とお出かけ情報「いこーよ」

・ウォーカープラス

・オールイベント

・学研キッズネット

・じゃらん

・goo 地図

・Yahoo! ロコ

・えきねっと

・Peace Week2017

・朝日新聞デジタル

・ALL EVENT

他多数



聴覚に障害のある来場者の方より

来場者の声

昨日午後のイベントでは手話通訳者を同行させていただきました。
イベントの際は川本さん、久保田さんをはじめ皆様のご理解とご協力のおかげで、心地よい空間の中貴重な語りを拝聴する
ことができました。今回を機に、全国の聴覚障害高齢者を対象に、戦争体験談をヒアリングし、記録に残していきたい、と
強く思うようになりました。今知人にも声をかけ、動き始めようとしているところです。
今後も今回のようなイベントをどんどん続けていって欲しいと思います。陰ながら応援しておりますので、頑張ってくださ
い！誠にありがとうございました。

4 日間会場へ通われた小 4のお母様より

広島会場のイベントに参加された方より

その他の声

今回の展示会では娘が足繫く通わせて頂いたようで、大変お世話になりありがとうございました。
娘はとても怖がりで、「この世界の片隅に」を観に行くと伝えた時も「怖い？」とやや腰が引けてたのですが、映画をきっ
かけに原爆や平和に関心を持って、自分でも積極的に知ろうとするようになったことを、親としてとても嬉しく思っていま
す。どのように自由研究を仕上げていくのか、そばで見守りたいと思います。
私も、被爆者の川本さんのお話を聞いたり、ヒロシマの記憶を継ぐ人インタビューを読んだりして、色々と新しい事を勉強
させて頂きました。来年くらいには娘と一緒に広島に行きたいと思っています。
この先も継ぐ展は続いていくという事ですので、さらに多くの人達にヒロシマや原爆を知ってもらえるよう、陰ながら応援
させて頂きます。本当にありがとうございました。

広島会場で親子で参加させて頂きました。語り部の山岡さんのパワポ資料は手描きイラスト満載の力作で、非常にわかりや
すく、是非ネットでも公演の様子を配信して頂き沢山の方に聞いて頂きたいと思いました。
私の子供の頃は 8月 6日は登校日で語り部さんの話を毎年聞かせて頂いたものです。小学生の息子は、初めての体験ができ
てとても良かったです。企画展関係者の皆様にも感謝です。ありがとうございました。

・素晴らしい出会いでした。第二世代としても、もっと、伝えなければいけないと認識を新たにしました。

・数日後、子供を連れて広島に行くので、事前学習と思って来ました。来ることができてよかったです。

・こんな企画展があるなんて知らなかった。子供が学校でチラシを持ってきて知りました。活動を応援しています。

・広島はなかなか遠いけれど、近くでこういった企画があって助かった。

・広島平和記念資料館に行ったとき、人が沢山いて落ち着いて見ることができなかったけれど、今回改めてゆっくり内容を
    知ることが出来ました。

・若い人たちが中心となって運営しているところがよかったです。居心地が良い空間でした。



2017 年継ぐ展来場者数 計 1100 名
（世田谷会場 710 名、サテライト会場 CLiP HIROSHIMA 90 名、広島とうろう流し継ぐ展ブース 300 名）

■映画「この世界の片隅に」上映

D：野元 綾希子

協力：（株）東京現像所 プロモート事業部、

東京テアトル株式会社、Palabra 株式会社

WEB サイト：堀内 崇子、横井 智和、小林 陽子

スタッフ：鈴木 康弘、山上庄子（Palabra 株式会社）、

中島 愛美、中川 一毅、本末 敬祐

MC：福岡りえ

■消しゴムはんこ作家 津久井智子さんのヒロシマをモチー

フにしたはんこ作りワークショップ

協力：津久井 智子

■被爆アオギリのお話を聞き、チョークで路上にアオギリ

の葉を描こう

協力：松本 かなこ（路上芸術委員会） /  芳 晴

■夏休み自由研究サポート教室

ツールデザイン：アベ ケイスケ

消しゴムはんこ：津久井 智子

スタッフ：アベ ケイスケ、坂本  晴香、辰 小夜子、辰 綾乃、

門馬 礼音、竹内 彩乃、大瀧 美和、大瀧 理紗、本末 敬祐

代表：久保田涼子

会場デザイン：及川誠、新田隆浩 / CLiP HIROSHIMA

企画補佐：野元綾希子、堀内崇子、アベケイスケ

経理監査：音谷麻子

【広報】

■フライヤー：泉雅史（イラスト）

Baobab Design Company（デザイン）

■オフィシャルサイト：西田優香

■SNS 広報：中島愛美

■世田谷広報：佐藤 ひとみ

■英訳協力：Yifan Feng

【企画・制作】

■とうろうに込めるメッセージ

開発：櫻井雄大     音楽制作：鎌田まみ

■ヒロシマの記憶を継ぐ人インタビュー

取材：久保田涼子、野元 綾希子、及川 誠、アベ ケイスケ、

桑原 佐知子、劉 一桐（広島大学）、閻 慧（広島大学）、

小川歩美（広島大学）、堤中 愛、本末 敬祐、中島 愛美、

堀内 崇子、平松あゆ子、西田 優香 、安藤 弘晃、舘向 証子、

門馬 礼音（宮城学院女子大学）、釣本 亜希、竹林 紗里

文字起こし：堀内 崇子、大瀧 美和、平松 あゆ子、門馬 礼音、

小川 歩美 、中島 愛美

英訳：HIROSHIMA SPEAKS OUT

WEB サイト：デジタルハリウッド STUDIO OJT チーム

志田 智子、 横井 智和、舘向 証子、平松 あゆ子、  中川 一毅、

本末 敬祐、松嶋 義敬、山口 典音

展示制作サポート：奥田 剛、石川 裕利、久保田 芳文



【設営・運営】

■世田谷会場

久保田 涼子、野元 綾希子、本末 敬祐、田嶋 真紀、堀内 崇子、

竹内 彩乃、門馬 礼音、坂本 晴香、中島 愛美、久保田 良枝、

及川 誠、及川 千尋、鈴木 康夫、藤井 麻衣、中川 宏哉、

アベ ケイスケ、宮原 恵美、小山田 美仁、大瀧 美和、大瀧 理紗、

山田 さおり、青谷 文子、古田 奈穂子、鈴木 康弘、辰 小夜子、

辰 綾乃、小玉 裕美、中川 一毅、岡口 幸司、山本 ともや、

新田 隆浩、新田 葵、岡口 幸司、西村 美佳、照井 雄太、

杉山 智春、奥田 剛、渡邉 亜衣莉、岡野 敏子

■広島会場

小川 歩美、小松 真理子、岡脇 由泰、呉原 八重、高橋 裕、

寺岡 武志、堤中 愛、野元 綾希子、脇田 渚、王 瑪麗、

久保田 芳文、Russel Chidya、CLiP HIROSHIMA

【共催】広島大学 COC

【助成】

公益財団法人 ヒロシマ平和創造基金 ヒロシマピースグラント、

平成 29 年度　公益信託 オラクル有志の会ボランティア基金

【後援】

広島大学、世田谷区、世田谷区教育委員会、広島市、公益財団法

人広島平和文化センター、中国新聞社、朝日新聞社、東京新聞社、

読売新聞社、共同通信社、FMヨコハマ、NHK広島放送局

【協賛】

株式会社ファンプ , 株式会社DMC広島 , 日下医院、Palabra 株式

会社 （※明記希望のみ記載）

■teppan kitchen SETAGAYA× 継ぐ展コラボカフェメニュー

協力：teppan kitchen SETAGAYA 、みなとみらいごはん部、

里見 浩子、及川 千尋

野菜提供：森本 由起子、日原 治子（企画者祖母）

フライヤー：高見 綾花

■語り部 川本省三さん、梶本淑子さんと対話しよう

広島市被爆体験証言者：川本省三、梶本淑子

協力：佐藤ひとみ、久保田 良枝、大瀧 美和、小山田 美仁、

門馬 礼音 /  MC：髙田 友紀

■絵本読み聞かせボランティア

募集：柳田 ありす、宮原 恵美
スタッフ：辰 小夜子、山田 さおり、田嶋 真紀、井上 由香、

奥本 由利子、小玉 裕美、中村恵子、古江 麻理子、市村 みか

■広島原爆資料被爆石材

協力：嘉陽 礼文（広島大学研究員）

■平和記念資料館収蔵資料「消えた家族」

協力：高橋佳代（広島平和記念資料館　学芸課）

■ヒロシマピースボランティアと展示をまわろう、被爆体験

伝承者 楢原 泰一さんと対話をしよう

被爆体験伝承者：楢原 泰一

■被爆体験伝承者 石綿浩一さんと対話をしよう

被爆体験伝承者：石綿浩一
スタッフ：小山田 美仁　青谷 文子

■動画・写真撮影

水谷 元、本末 敬祐、奥田 剛、山本 早苗、堀内 崇子、宮原 恵美、

及川 誠、安藤 弘晃、西田 優香、CLiP HIROSHIMA



【協力】

世田谷区立平和資料館、関東学院大学、デジタルハリウッド 

STUDIO、Peace Porter Project、とうろう流し実行委員会、 

HIROSHIMA SPEAKS OUT、みなとみらいごはん部、ひろしまジ

ン大学、路上芸術祭実行委員会、CLiP HIROSHIMA、teppan

kitchen SETAGAYA、（株）東京現像所　プロモート事業部、東

京テアトル株式会社、世田谷区手話通訳等派遣センター

【Special Thanks 順不同　敬称略】
CLiP HIROSHIMA  石川 裕利、檜谷 美佳、江野脇 誠一
広島平和記念資料館 学芸課・啓発課

とうろう流し実行委員会  若狭 利康
広島大学 COC、同 財務・総務室広報部広報グループ、同 東京オ
フィス、広島市東京事務所所長　杉浦信人、広島市経済観光局

関東圏企業誘致センター 主幹 戸井 裕次郎

広島大学関東ネットワーク代表(関東地区同窓会) 千野 信浩

カルビー株式会社 社会貢献委員長 二宮 かおる

自然堂 及川 学、Palabra 株式会社　山上 庄子、溝渕 萌、世

田谷区立平和資料館　五十嵐 泰二

IID 世田谷ものづくり学校　高山 勝樹、青山 典義
株式会社 HASHIBA / 株式会社單 原田 宗和、波多野 藍

teppan kitchen SETAGAYA 菊井 翔太、坂口 千晴

みなとみらいごはん部 里見 浩子、ひろしまジン大学、

佐藤 広明、佐藤 真梨子、竹内 良男 

カフェオリエンターリ吉田 純子、むさしの FM 市民の会  松岡裕

子、株式会社東京現像所 プロモート事業部 西村薫 、千葉 利

昭 、東京テアトル株式会社映像事業部　映画営業部木村 正臣、

株式会社ジェンコ 安部幸枝、アーツカウンシル東京大内 伸輔 、

東京ボランティア・市民活動センター 野崎 勝也、森玲子 、神奈

川大学 旭 馨、関東学院大学　鈴木 康夫、東北学院大学　其田 

雅美、AGRI 黒田 千晴、HSO 浜井 道子

NHK　岩田 真治、 富岡 亮

学研　松本 義弘、宮田 昭子
東京新聞社　東京中日スポーツ　三橋正明

中国新聞社　野田華奈子、有岡英俊、宮崎智三、山本祐司 

朝日新聞社　宮坂麻子、青木美希、宮崎園子、張 守男

毎日新聞社　和田大典、布施広、玉木研二

読売新聞社　星野達哉    /  しんぶん赤旗  染矢 ゆう子

世田谷区　生活文化部　人権・男女共同参画担当課
若林 一夫、 中島 智也、 森 芳 章

世田谷区　都市整備政策部 都市デザイン課  清水優子

<世田谷区立>

旭小学校、池尻小学校、三軒茶屋小学校、太子堂小学校、中
里小学校、中丸小学校 、駒繋小学校、多聞小学校、三宿小学
校、池ノ上青少年会館 、池尻児童館、東山児童館
世田谷区役所 太子堂区民センター、世田谷区立下馬図書
館 、世田谷区 中央図書館、せたがや がやがや館、

東京都立久我山青光学園、目黒区烏森住区センター児童館、
東京都障害者福祉会館、昭和女子大学 附属昭和小学校

広島ブランドショップ TAU 村上祥平、有限会社エクサピー
コ ジュリアーノナカニシ、小瀬古 智之、株式会社エルシャ
ンの皆様、亀宝歯科医院、下嶋 哲朗、吉澤 卓、谷口 真里佳、

福島正昭、原田健一、長谷川潤、甲斐晶子、山岡美知子、保田

麻友、西岡幸子、若林 節美、栗原 明子、中西 巌、さすらいの

カナブン

公益財団法人 泉美術館 山西道子、靏田茜、
医療法人社団光仁会梶川病院　梶川 恵美子、末丸直子、看

護部の皆様

継ぐ展を応援してくださった皆様




